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現代の刑事弁護
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刑事弁護をめぐる理論と実務の叡智がここに集結！！全3巻 
完結!!

◆総勢50名を超える日本の刑事弁護をリードする弁護士◆総勢50名を超える日本の刑事弁護をリードする弁護士・研究者が執研究者が執筆!筆 ! !
◆日本の刑事弁護の全体像を示し◆日本の刑事弁護の全体像を示し、そこから浮かび上がる課題そこから浮かび上がる課題・論点を明示。論点を明示。
◆実務における解決の論理を提案するとともに◆実務における解決の論理を提案するとともに、制度論制度論、立法論まで視野に立法論まで視野に
入れた解決の方向を提示。入れた解決の方向を提示。

◆総勢50名を超える日本の刑事弁護をリードする弁護士・研究者が執筆! !
◆日本の刑事弁護の全体像を示し、そこから浮かび上がる課題・論点を明示。
◆実務における解決の論理を提案するとともに、制度論、立法論まで視野に
入れた解決の方向を提示。
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第１部　弁護人役割論の座標軸第１部　弁護人役割論の座標軸
第１章　弁護人の存在意義　（後藤昭）
第２章　弁護人の義務論　（浦功）
第３章　依頼者の意思と専門家裁量　（笠井治）
第４章　弁護人の訴訟法上の地位　（加藤克佳）
第５章　犯罪者の更生への弁護人の関わり方─弁護士は、

依頼者の更生に関われるか？　関わるべきか？─
（石塚伸一）

第６章　弁護活動の限界　（岡慎一・神山啓史）

第２部　刑事弁護の倫理第２部　刑事弁護の倫理
第７章　刑事弁護における利益相反　（小坂井久）
第８章　共同被告人の弁護人間の倫理　（下村忠利・髙山巌）
第９章　刑事弁護人と守秘義務　（中山博之）
第10章　虚偽証拠禁止の意味─職務基本規程75条の意味、

被告人の虚偽主張への対応等─　（上田國廣）
第11章　身体拘束中の被疑者・被告人との接見、書類・物

の授受　（葛野尋之）
第12章　証拠の取扱い─開示証拠を中心に─　（森下弘）

第13章　依頼者（被告人）の意思と上訴　（船木誠一郎）
第14章　被害者との対応　（村木一郎）
第15章　報道への対応─取材への対応方法、マスコミを利

用することから生じる問題─　（弘中惇一郎）
第16章　刑事弁護と懲戒制度　（水谷規男）
第17章　弁護人依頼権をめぐる検察官倫理　（指宿信）
第18章　被害者参加と弁護士倫理─被害者を代理する弁護

士について─　（池田綾子）

第３部　刑事弁護の基盤第３部　刑事弁護の基盤─刑事弁護を支えるもの──刑事弁護を支えるもの─
第19章　刑事弁護の教育　（神田安積）
第20章　刑事弁護の担い手　（武士俣敦）
第21章　弁護の質の保証　（村岡啓一）
第22章　日本における国選弁護制度のあり方について　

（山口健一）
第23章　接見交通権　（田淵浩二）
事項索引
判例索引

第１部　捜査弁護第１部　捜査弁護
第１章　被疑者・被告人の身体拘束をいかに回避するか　

（前田裕司）
第２章　取調べにどう対処するか　（坂根真也）
第３章　刑事施設における弁護側専門家の面会等について

（金岡繁裕）
第４章　一般接見に関する弁護活動　（和田恵）
第５章　訴追裁量と弁護活動　（谷口太規）

第２部　公判前手続第２部　公判前手続
第６章　公判前整理手続に付されない事件の弁護活動　

（菅野亮）
第７章　証拠開示の現状と課題　（斎藤司）
第８章　「争点整理」と刑事弁護のあり方　（宮村啓太）
第９章　死刑事件の弁護　（後藤貞人）
第10章　裁判員選任手続の現状と課題　（西村健）

第３部　公判第３部　公判
第11章　被告人の着席位置、服装　（青木和子）

第12章　手続二分の可能性と弁護実践　（四宮啓）
第13章　審判「公開」を巡る諸問題　（萩原猛）
第14章　裁判官と裁判員の役割分担　（宮村啓太）
第15章　裁判員裁判に対する上訴　（大橋君平）
第16章　被害者参加と無罪推定　（奥村回）

第４部　証拠法第４部　証拠法
第17章　厳格な証明と自由な証明　（後藤昭）
第18章　同一性・真正の証明　（高野隆）
第19章　「必要性」判断から「許容性」判断への一元化へ（角

田雄彦）
第20章　自己矛盾調書の証人への提示・朗読　（髙見秀一）
第21章　鑑定から専門家証言へ　（趙誠峰）
第22章　検察官調書（刑訴法321条１項２号）をどうする

か　（伊藤睦）
第23章　自白の任意性立証にどう対処するか　（秋田真志）
第24章　証明基準　（河津博史）
事項索引
判例索引

第１部　刑事弁護の日本史
第１章　刑事弁護の誕生　（出口雄一）
第２章　明治・大正期の刑事弁護　（田中輝和）
第３章　昭和初期の刑事弁護　（笹倉香奈）
第４章　戦後改革における刑事弁護　（大出良知）
第５章　刑事訴訟法の施行前後から平野『刑事訴訟法』前

後まで（1950年代）　（大出良知）
第６章　誤判問題の展開から学生公安事件前夜まで（1960

年代）　（大出良知）
第７章　学生公安事件から「弁護人抜き裁判法案」まで

（1970年代）　（大出良知）
第８章　死刑確定囚再審から被疑者弁護の充実・強化への

胎動まで（1980年代）　（大出良知）
第９章　松江シンポから司法制度改革審議会まで（1990年

代）　（大出良知）
第10章　21世紀─司法改革と刑事弁護─　（岡慎一・神山啓史）

第２部　世界の刑事弁護
第11章　刑事弁護の世界史　（高野隆）
第12章　フランスの刑事弁護─その沿革と実態─　（白取

祐司）
第13章　ドイツの刑事弁護─ドイツの刑事弁護の沿革と実

態─　（辻本典央）
第14章　イギリスの刑事弁護　（葛野尋之）
第15章　アメリカの刑事弁護　（岡田悦典）
第16章　韓国の刑事弁護─韓国の刑事弁護の沿革と実態─

（李東熹）
第17章　刑事手続の構造と弁護人の役割　（川出敏裕）

第３部　将来展望
第18章　刑事弁護の将来　（後藤昭）
事項索引
判例索引
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総勢50名を超える日本の刑事弁護をリードする弁護士・研究者が執筆！！


